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◎
９
月
定
例
会

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
３
日
招
集
さ
れ
11
日
ま
で
の
９
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

９
月
３
日
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
（
委
員
長　

沼
山
英
隆
議
員
、
副
委
員
長　

蛯
澤
正
雄
議
員
）
し
、
９
月
10
日
に
各
会
計
８
件
が
慎
重
に
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
９
月
11
日
の
本
会
議
（
議
案
審
議
）
に
お
い
て
そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
会
議
で
は
5
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

決算審査特別委員会
委 員 長　沼　山　英　隆

決算審査特別委員会
副委員長　蛯　澤　正　雄

令和元年度歳入歳出決算額 （単位：円）

会　計　別 歳入決算額 歳出決算額 差引額
一 般 会 計 12,166,756,445 11,825,660,741 341,095,704
国民健康保険事業特別会計 2,349,216,268 2,300,714,161 48,502,107
後期高齢者医療特別会計 191,406,673 187,795,049 3,611,624
介 護 保 険 特 別 会 計 2,847,834,729 2,770,125,815 77,708,914
介護サービス事業特別会計 22,353,007 21,832,136 520,871
農業集落排水事業特別会計 137,203,526 133,814,148 3,389,378
公共下水道事業特別会計 655,808,892 649,083,374 6,725,518
上 水 道 事 業 会 計 460,967,468 415,368,017 45,599,451

健全化判断比率 （単位：％）

区　　　　分 令和元年度東北町の比率 国の示す早期健全化基準
①実質赤字比率 －  14.17
②連結実質赤字比率 －  19.17
③実質公債費比率  11.7  25.00
④将来負担比率 118.2 350.00

※ ①～④のうち１つでも国の示す早期健全化基準を超えると、財政健全化計画の策定等
が義務付けられる。

　①実質赤字比率と、②連結実質赤字比率は黒字のため「－」で表示している。

資金不足比率 （単位：％）

区　　　　分 令和元年度東北町の比率 国の示す経営健全化基準

上水道事業会計、農業集落排
水事業特別会計、公共下水道
事業特別会計

－  20.0

※資金不足比率は、資金不足額が生じていないことから「－」と表示している。

健全化判断比率は基準値内
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令和元年度各会計決算8件を認定
基金現在高の状況（運用基金は現金分）� （単位：千円）

前年度末現在高 決算年度末現在高
増　　減

Ｈ30年度 Ｒ元年度
ふ る さ と 創 生 人 材 育 成 基 金 15,215 15,220 5
ふ る さ と 水 と 土 保 全 対 策 基 金 1,010 1,010 0
財 政 調 整 基 金 1,393,214 1,265,045 △ 128,169
減 債 基 金 375,948 350,974 △ 24,974
公 共 施 設 等 整 備 基 金 154,181 154,197 16
ス ポ ー ツ 振 興 基 金 682 682 0
下 水 道 事 業 債 償 還 基 金 36,572 39,643 3,071
交 通 遺 児 基 金 111 111 0
学 校 林 売 払 基 金 803 803 0
合 併 振 興 基 金 964,520 679,703 △ 284,817
妊 婦 健 康 診 査 事 業 基 金 16,112 12,487 △ 3,625
幼 児 医 療 費 助 成 事 業 基 金 15,169 9,794 △ 5,375
小 学 生 医 療 費 助 成 事 業 基 金 56,752 36,711 △ 20,041
ふ る さ と 再 生 基 金 21,130 33,121 11,991
学 校 教 育 支 援 員 設 置 事 業 基 金 34,531 25,543 △ 8,988
介 護 保 険 給 付 費 準 備 基 金 52,096 87,385 35,289
土 地 開 発 基 金 245,301 245,304 3
奨 学 基 金 229,795 229,933 138
高 額 療 養 費 貸 付 基 金 5,000 5,000 0
肉 用 繁 殖 牛 特 別 導 入 事 業 基 金 8,448 8,448 0
農 業 集 落 排 水 事 業 債 償 還 基 金 2,775 2,776 1
任意インフルエンザ予防接種助成事業基金 15,241 20,601 5,360
が ん 検 診 事 業 基 金 91,275 107,394 16,119
学校給食費交付金給付事業基金 83,524 81,551 △ 1,973
森 林 環 境 整 備 基 金 0 5,468 5,468

地方債現在高の状況� （単位：千円）
前年度末現在高 決算年度末現在高

増　　減
Ｈ30年度 Ｒ元年度

一 般 会 計 12,935,311 12,496,218 △ 439,093
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 607,729 583,590 △ 24,139
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 4,545,286 4,445,684 △ 99,602

決
算
審
査
報
告
要
旨

　
　

東
北
町
代
表
監
査
委
員

�

　

乙　

供　

義　

雄

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
、
各
特

別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
書
並
び
に
付
属
書
類

を
審
査
し
た
結
果
、
各
決
算
と
も

法
令
の
規
定
に
準
拠
し
て
作
成
さ

れ
て
お
り
、
計
数
は
正
確
で
あ
り
、

適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　

基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

調
書
に
基
づ
き
関
係
帳
簿
等
を
照

合
し
た
結
果
、
計
数
は
正
確
で
あ

り
、
運
用
状
況
に
つ
い
て
も
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め

ら
れ
た
。

　

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
は
、
そ
の
算
出

過
程
に
誤
り
は
な
か
っ
た
。
算
定

の
基
礎
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た

書
類
は
、
適
正
に
作
成
さ
れ
て
い

る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

東　北　町　議　会　だ　よ　り 第62号3（　）令和２年11月５日



◎
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

及
び
和
解
に
つ
い
て
）

�
報
告
済

◎
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

及
び
和
解
に
つ
い
て
）

 

報
告
済

◎
令
和
元
年
度
東
北
町
健
全
化
判

断
比
率

�

報
告
済

◎
令
和
元
年
度
東
北
町
資
金
不
足

比
率

�

報
告
済

◎
令
和
元
年
度
株
式
会
社
お
が
わ

ら
湖
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

�

報
告
済

◎
令
和
元
年
度
青
森
県
新
産
業
都

市
建
設
事
業
団
特
定
事
業
の
決

算
報
告

�

報
告
済

◎
令
和
元
年
度
青
森
県
新
産
業
都

市
建
設
事
業
団
特
定
事
業
以
外

の
事
業
の
決
算
報
告

�

報
告
済

◎
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

�
賛
成
多
数
で
認
定

�

（
起
立
採
決　
　
　
　

�

　

賛
成
14
、
反
対
１
）

◎
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

�

全
会
一
致
で
認
定

◎
令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定

�

全
会
一
致
で
認
定

◎
令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

�

全
会
一
致
で
認
定

◎
令
和
元
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

�

全
会
一
致
で
認
定

◎
令
和
元
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

�

全
会
一
致
で
認
定

◎
令
和
元
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
�

全
会
一
致
で
認
定

◎
令
和
元
年
度
上
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定

�

全
会
一
致
で
認
定

◎
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
・
予
算
の
総
額
に
４
億
６
，
５
２

６
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
１
３
９
億
７
，
６
５
８
万
４

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

 

全
会
一
致
で
可
決

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

　

△
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

費 

４
億
３
，
２
８
２
万
円

　

注
： 【
歳
出
の
主
な
も
の
】
ほ

か
歳
入
歳
出
の
＋
補
正
と

－
補
正
総
合
計
で
、
４
億

６
，
５
２
６
万
７
千
円
の

追
加
と
な
り
ま
す
。

◎
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
予
算
の
総
額
に
１
４
０
万
８
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
23
億
６
，

９
１
４
万
１
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

・
予
算
の
総
額
に
４
３
０
万
３
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
億
２
，

５
１
７
万
１
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎
令
和
２
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

・
予
算
の
総
額
に
５
，
０
７
２
万

４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
28

億
７
，
８
３
５
万
４
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎
令
和
２
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
歳
入
予
算
の
一
般
会
計
繰
入

金
か
ら
51
万
９
千
円
を
減
額
し
、

同
額
を
繰
越
金
に
追
加
す
る
も

の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎
令
和
２
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
予
算
の
総
額
か
ら
51
万
７
千
円

を
減
額
し
、
総
額
を
１
億
５
３

５
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

９
月
定
例
会
で　
　

審
議
さ
れ
た
議
案
等
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◎
令
和
２
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

・
予
算
の
総
額
か
ら
17
万
６
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
６
億
６
，

４
１
２
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

 
全
会
一
致
で
可
決

◎
東
北
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改

正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

【
請
願
】

◎
内
蛯
沢
・
榎
林
３
０
９
９
号
線

道
路
整
備
に
関
す
る
請
願
書

 

全
会
一
致
で
採
択

◎
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で
き

る
年
金
を
求
め
る
意
見
書
採
択

の
請
願

 

全
会
一
致
で
採
択

【
陳
情
】

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急

激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

�

全
会
一
致
で
採
択

【
発
議
】

◎
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で
き

る
年
金
を
求
め
る
意
見
書

�

全
会
一
致
で
可
決

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急

激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

�

全
会
一
致
で
可
決

◎
分
庁
舎
整
備
検
討
特
別
委
員
会

設
置

�

全
会
一
致
で
可
決

・
全
議
員
を
委
員
と
し
、
同
日
開

催
さ
れ
た
委
員
会
（
組
織
会
）

に
お
い
て
、
次
の
通
り
正
副
委

員
長
が
互
選
さ
れ
し
た
。

　

委 

員 

長　

沼
山
英
隆

　

副
委
員
長　

蛯
澤
正
雄

◎
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
（
令

和
２
年
10
月
４
日
任
期
満
了
に

よ
る
。）

�

全
会
一
致
で
選
任

・
令
和
２
年
９
月
11
日
委
員
選
任

及
び
10
月
５
日
の
各
常
任
委
員

会

　

組
織
会
に
お
い
て
、
次
の
通
り

正
副
委
員
長
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

〇
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

和
田
勇
人

　

副
委
員
長　

市
川
俊
光

　

委　
　

員　

 

笹
倉　

健
、

　
　
　
　
　
　

米
倉
俊
男
、

　
　
　
　
　
　

蛯
澤
正
雄
、

　
　
　
　
　
　

坂
本
直
大

〇
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

沼
山
英
隆

　

副
委
員
長　

新
山
忠
幸

　

委　
　

員　

 

蛯
沢
達
也
、

　
　
　
　
　
　

蛯
沢
正
紀
、

　
　
　
　
　
　

岡
山
粕
男

〇
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

沼
山
浩
幸

　

副
委
員
長　

蛯
名
竜
也

　

委　
　

員　

 

甲
地　

昇
、

　
　
　
　
　
　

瀬
川
武
春
、

　
　
　
　
　
　

田
嶋　

悟

◎
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

（
令
和
２
年
10
月
４
日
任
期
満

了
に
よ
る
。）

�

全
会
一
致
で
選
任

・
令
和
２
年
９
月
11
日
委
員
選
任

及
び
10
月
５
日
の
同
委
員
会

　

組
織
会
に
お
い
て
、
次
の
通
り

正
副
委
員
長
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

委 

員 

長　

蛯
沢
正
紀

　

副
委
員
長　

蛯
名
竜
也

　

委　
　

員　

 

蛯
沢
達
也
、

　
　
　
　
　
　

瀬
川
武
春
、

　
　
　
　
　
　

沼
山
英
隆
、

　
　
　
　
　
　

沼
山
浩
幸
、

　
　
　
　
　
　

和
田
勇
人

令
和
２
年　
　
　
　

第
２
回
議
会
臨
時
会

　

７
月
８
日
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◎
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
・
予
算
の
総
額
に
１
億
４
，
１
０

３
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
１
３
５
億
１
，
1
３
１
万
７

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

 

全
会
一
致
で
可
決

◎
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

 

（
岩
渡
沢
川
改
修（
１
工
区
）工

事
）

 

全
会
一
致
で
可
決

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て

 

（
東
北
小
学
校
屋
外
教
育
施
設
環

境
整
備（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）工
事
）

�

全
会
一
致
で
可
決
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と
が
最
優
先
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
次

期
町
長
選
挙
に
再
度
立
候
補
し
、

町
民
の
皆
様
に
信
を
問
い
、
ふ
る

さ
と
東
北
町
の
さ
ら
な
る
発
展
と

町
民
一
人
一
人
の
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
全
身
全
霊
で
取
り
組
む
決

意
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す

坂　本　直　大　議員

分
庁
舎
の
改
築
に
つ
い
て

質
問
一

①
耐
震
診
断
結
果
に
つ
い
て

②
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て

③
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

　

そ
れ
で
は
、
通
告
に
従
い
ま
し

て
東
北
町
分
庁
舎
の
耐
震
診
断
結

果
に
つ
い
て
、
耐
震
診
断
結
果
に

つ
い
て
の
説
明
と
こ
れ
ま
で
の
経

緯
に
つ
い
て
、
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
去
る

８
月
12
日
の
全
員
協
議
会
に
て
、

町
側
か
ら
分
庁
舎
の
改
築
に
つ
い

て
の
説
明
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
は
、
町
長
よ
り
時
間
を

下
さ
い
と
い
う
ご
答
弁
に
よ
り
、

再
度
の
全
員
協
議
会
の
開
催
と
い

う
形
で
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
議

員
か
ら
は
、
計
画
地
の
選
定
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
用
途

変
更
に
係
る
防
衛
局
と
の
調
整
に

つ
い
て
、
改
築
の
検
討
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、
耐
震
診
断

結
果
や
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
対
す

る
説
明
責
任
を
問
題
視
す
る
声
な

ど
、
多
く
の
疑
問
が
投
げ
か
け
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
庁
舎
の
新
築
や
耐
震

診
断
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
９
月

の
定
例
会
よ
り
数
回
に
わ
た
っ
て

一
般
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
箱
物
は
、
そ
の
時
代
の
町

政
を
映
す
鏡
と
言
え
ま
す
。
事
業

規
模
の
大
き
さ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
町
民
の
希
望
と
な
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
数
年
で
活
気
を
失
う
失

政
の
象
徴
と
な
り
得
る
こ
と
も
歴

史
的
に
は
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
負
の
遺
産
と
な

ら
ぬ
よ
う
、
様
々
な
角
度
か
ら
意

見
を
吸
い
上
げ
て
、
感
染
症
対
策

な
ど
、
新
た
な
時
代
に
適
応
し
た

計
画
と
町
民
の
希
望
を
湧
出
さ
せ

る
よ
う
な
町
の
雰
囲
気
づ
く
り
を

り
ま
す
。
こ
の
間
、
５
つ
の
町
づ

く
り
基
本
方
針
の
実
現
を
目
指
し
、

各
種
の
行
政
施
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
が
、
私
の
目
指
す

自
立
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
対
策
、

安
全
、
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、
農

林
水
畜
産
業
の
振
興
及
び
健
康
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て
、
教

育
環
境
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
務

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
ご
質
問
に
も
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
町
民

の
皆
様
に
は
不
要
不
急
の
外
出
自

粛
や
各
行
事
等
の
中
止
な
ど
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
各
産
業
に

お
き
ま
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な

影
響
が
出
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、

町
政
を
担
う
責
任
者
と
い
た
し
ま

し
て
は
非
常
に
つ
ら
い
思
い
で
あ

り
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
が
い
つ
終
息
す
る
の
か
、

ま
だ
先
が
見
通
せ
な
い
中
、
こ
れ

ま
で
に
も
増
し
て
感
染
防
止
対
策

に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
住
民

生
活
や
地
域
経
済
支
援
の
た
め
の

対
策
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ

甲　地　　　昇　議員

町
長
選
挙
に
つ
い
て

質
問
一

　

私
の
質
問
事
項
は
１
点
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
来
年
４
月
に
執
り
行

わ
れ
る
町
長
選
挙
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
。
蛯
名
町
政
が
始
ま
っ

て
既
に
３
年
５
か
月
が
来
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
も

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
等
で
大
変
な
時
期
を

迎
え
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
期
間
、
あ
と
７
か
月

余
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
町
長
の

２
期
目
に
向
け
て
出
馬
の
意
向
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

答　

弁

町　

長　

質
問
一

・
次
期
町
長
選
挙
に
再
度
立

候
補
し
、
町
民
の
皆
様
に
信

を
問
い
、
ふ
る
さ
と
東
北
町

の
さ
ら
な
る
発
展
と
町
民
一

人
一
人
の
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
全
身
全
霊
で
取
り
組
む

決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

一
般
質
問
通
告
の
あ
り
ま
し
た

町
長
選
挙
へ
の
出
馬
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
平
成
29
年
４
月
、

町
長
に
就
任
以
来
、
間
も
な
く
３

年
５
か
月
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

55
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強
く
望
む
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
の
過
去
の
一
般
質
問
の
内
容

と
し
て
は
、
新
築
に
つ
い
て
は
平

成
28
年
７
月
に
国
交
省
総
合
政
策

局
官
民
連
携
政
策
課
発
行
の
民
間

収
益
施
設
の
併
設
・
活
用
に
係
る

官
民
連
携
事
業
事
例
集
を
引
用
し
、

実
質
ゼ
ロ
の
財
政
出
動
で
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
量
を
提
供
し

て
い
る
自
治
体
な
ど
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
、
耐
震

診
断
結
果
の
説
明
と
公
開
を
求
め

る
と
と
も
に
、
十
和
田
市
の
新
庁

舎
の
視
察
経
験
か
ら
、
事
業
の
進

め
方
、
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
、
当

町
が
他
市
町
村
に
倣
う
部
分
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
案
と
、

世
界
的
な
建
築
家
の
コ
ン
ペ
に
よ

る
登
用
や
ア
ー
ト
の
町
と
し
て
の

町
お
こ
し
に
着
目
し
て
質
問
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
今
回
の
改
築
事

業
の
基
本
計
画
案
に
当
た
っ
て
は
、

私
の
過
去
の
一
般
質
問
の
内
容
が

調
査
研
究
さ
れ
た
様
子
を
か
い
ま

見
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
議
員

発
議
に
対
し
て
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
管
理
状
況
や
議
員
の
声
を
町

政
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
の
部
分

で
、
組
織
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

に
大
い
に
疑
問
を
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
般
質
問

の
答
弁
で
の
約
束
事
が
ほ
ご
に
さ

れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
一
般
質
問
で
は
、
今
後

の
町
の
方
針
に
注
視
す
べ
く
、
３

つ
の
観
点
か
ら
問
題
提
起
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
つ
目
は
、
耐
震
診
断
結
果
に
つ

い
て
詳
細
に
説
明
を
求
め
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
説
明

で
は
、
診
断
結
果
の
数
値
を
読
み

上
げ
る
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
本

庁
舎
の
耐
震
診
断
で
は
コ
ア
抜
き

に
よ
る
破
壊
試
験
を
実
施
し
た
こ

と
に
対
し
て
、
分
庁
舎
で
は
破
壊

に
よ
る
内
部
の
状
況
説
明
が
な
い

こ
と
や
、
図
面
を
基
に
し
た
コ
ン

サ
ル
か
ら
の
説
明
も
な
い
こ
と
な

ど
に
問
題
提
起
を
す
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
分
庁

舎
の
耐
震
診
断
結
果
が
出
て
か
ら

こ
れ
ま
で
の
経
緯
の
中
で
、
町
民

や
議
員
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ

る
こ
と
は
な
く
、
改
築
の
検
討
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
町
長
、
副

町
長
を
は
じ
め
各
課
長
で
構
成
さ

れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

約
半
年
間
も
の
間
で
こ
れ
だ
け
内

密
に
改
築
計
画
を
進
め
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
理
由
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
現
計
画
の
今
後
の

予
定
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

冒
頭
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、

町
長
か
ら
は
説
明
に
は
時
間
が
必

要
と
い
う
ご
答
弁
と
な
っ
て
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
同
じ
よ
う
な
説
明

を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
時
間

の
経
過
と
比
例
し
た
理
解
が
得
ら

れ
る
状
況
に
は
な
い
と
私
は
認
識

し
て
お
り
ま
す
が
、
現
時
点
で
の

町
側
の
認
識
に
つ
い
て
伺
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
町
民
や
有
識
者
、

専
門
家
、
知
見
者
を
交
え
た
検
討

委
員
会
の
設
置
や
議
会
に
よ
る
特

別
委
員
会
の
設
置
を
強
く
要
望
い

た
し
ま
す
。

　

以
上
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

答　

弁

町　

長　

質
問
一

－

一

・
耐
震
診
断
結
果
で
は
、
既

存
庁
舎
、
増
築
庁
舎
と
も
に

﹁
建
築
基
準
法
の
大
地
震
に

対
し
て
倒
壊
す
る
可
能
性
が

高
い
、
ま
た
は
倒
壊
す
る
危

険
性
が
あ
る
﹂
と
い
う
大
変

厳
し
い
評
価
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

質
問
一

－

二

・
令
和
２
年
１
月
上
旬
、
分

庁
舎
の
耐
震
診
断
業
務
が
完

了
。

　

２
月
の
総
務
企
画
常
任
委

員
会
及
び
３
月
定
例
会
に
お

け
る
議
員
各
位
か
ら
の
様
々

な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
踏
ま

え
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上

旬
に
か
け
て
開
催
し
た
庁
内

検
討
会
議
に
お
き
ま
し
て
、

再
度
様
々
な
案
に
つ
い
て
慎

重
に
検
討
し
た
結
果
、
既
存

施
設
へ
の
移
転
で
は
な
く
、

現
在
の
分
庁
舎
の
敷
地
内
に

新
庁
舎
を
建
て
替
え
る
こ
と

を
基
本
に
計
画
案
の
策
定
を

業
者
に
発
注
。

　

７
月
下
旬
、
基
本
方
針
を

基
に
業
者
が
策
定
し
た
３
案

か
ら
庁
内
検
討
会
議
に
お
き

ま
し
て
配
置
計
画
及
び
平
面

計
画
を
選
定
し
、
基
本
計
画

案
が
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、
８
月
12
日
、
全
員
協

議
会
に
お
い
て
説
明
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

質
問
一

－

三

・
基
本
計
画
案
の
説
明
内
容

に
不
足
が
あ
り
、
基
本
計
画

案
を
精
査
す
る
た
め
、
少
し

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
と
の

お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

一
般
質
問
通
告
の
あ
り
ま
し
た

質
問
事
項
、
分
庁
舎
の
改
築
に
つ

い
て
の
１
点
目
、
耐
震
診
断
結
果

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
分
庁

舎
は
昭
和
38
年
に
建
設
を
さ
れ
、

昭
和
46
年
に
一
部
増
築
さ
れ
た
木

造
二
階
建
て
一
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
造
り
の
延
べ
床
面
積
１
，

５
６
３
・
44
平
米
の
建
物
で
あ
り
、

昭
和
38
年
の
建
設
と
昭
和
46
年
の

増
築
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
57
年
と
49

年
が
経
過
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
耐
震
診
断
結
果
で

は
、
既
存
庁
舎
、
増
築
庁
舎
と
も

に
木
造
部
分
に
つ
い
て
は
、
Ｘ
、

（
桁
行
）方
向
、
Ｙ
、（
梁
間
）方
向

と
も
全
て
の
階
で
耐
震
指
標
で
あ

る
上
部
構
造
評
点
が
０
・
11
か
ら

０
・
61
の
範
囲
内
に
あ
り
、
ま
た

既
存
庁
舎
内
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
の
部
分
に
つ
い
て
も
耐
震

指
標
で
あ
る
Ｉ
ｓ
値
が
Ｘ
方
向
で

０
・
24
、
Ｙ
方
向
で
０
・
36
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
建
築
基

準
法
の
大
地
震
に
対
し
て
倒
壊
す

る
可
能
性
が
高
い
、
ま
た
は
倒
壊

す
る
危
険
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
上
部
構
造
評
点
で
は
０
・
７

未
満
、
Ｉ
ｓ
値
で
は
０
・
６
未
満

と
い
う
数
値
基
準
に
満
た
な
い
大

変
厳
し
い
評
価
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
補
強
に
つ
い
て
は
、
外
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２
．
施
設
の
利
用
形
態
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
を
考
慮
し
、
来
庁
者
の

利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
。

３
．
課
等
及
び
職
員
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
の
機
能
及
び
人
員

を
配
置
す
る
こ
と
。

４
．
で
き
る
限
り
コ
ス
ト
の
削
減

に
努
め
る
こ
と
。

５
．
会
議
室
等
に
つ
い
て
は
、
既

存
の
施
設
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
未
来
館
等
）
を
利
用

す
る
こ
と
。

６
．
車
庫
や
書
庫
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
施
設
を
活
用
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
６
項
目
の
基
本
方
針
を

基
に
、
４
月
上
旬
に
基
本
計
画
の

策
定
を
業
者
に
発
注
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

７
月
下
旬
、
基
本
方
針
を
基
に

業
者
が
策
定
し
た
３
案
か
ら
庁
内

検
討
会
議
に
お
き
ま
し
て
配
置
計

画
及
び
平
面
計
画
を
選
定
し
、
基

本
計
画
案
が
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
た
こ

と
か
ら
、
８
月
12
日
の
全
員
協
議

会
に
お
き
ま
し
て
ご
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
３
点
目
の
今
後
の
予
定

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
８
月

12
日
の
全
員
協
議
会
に
お
き
ま
し

て
分
庁
舎
改
築
に
係
る
基
本
計
画

案
を
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
説
明
内
容
に
不
足
が
あ

り
、
基
本
計
画
案
を
精
査
す
る
た

め
、
私
の
方
か
ら
少
し
時
間
を
い

た
だ
き
た
い
と
の
お
願
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

以
上
、
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

和　田　勇　人　議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
経
済
対
策
と
し
て

の
商
品
券
に
関
し
て

質
問
一

①
令
和
２
年
８
月
２
日
に
販
売
さ

れ
た
東
北
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
は
、
上
北
、
東
北
地
区
で

の
販
売
方
法
の
違
い
は
あ
っ
た

の
か
？

②
こ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、

両
地
区
で
購
入
で
き
た
方
も
い

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
公
平
さ

が
保
た
れ
た
か
？

③
即
日
完
売
し
た
と
し
て
い
る
が
、

広
く
町
民
に
行
き
渡
る
様
に
行

わ
れ
た
の
か
？

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
流
行
し
て
は
や
半
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
日
本
や
世
界
中
で
多
方
面

に
わ
た
っ
て
物
す
ご
い
影
響
を
及

ぼ
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中

で
、
日
本
政
府
は
４
月
に
緊
急
事

態
宣
言
を
出
し
、
対
象
地
域
の
都

道
府
県
知
事
は
住
民
に
対
し
、
生

活
の
維
持
に
必
要
な
場
合
を
除
い

て
、
外
出
の
自
粛
を
は
じ
め
、
感

染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を
要
請

い
た
し
て
お
り
ま
し
た
。
初
め
は

７
都
府
県
で
し
た
が
、
そ
の
後
13

都
道
府
県
に
な
り
、
４
月
16
日
に

は
対
象
を
全
国
に
拡
大
い
た
し
ま

し
た
。
約
１
か
月
半
後
に
は
、
そ

の
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま

し
た
が
、
感
染
拡
大
の
抑
制
の
た

め
、
外
出
の
自
粛
は
も
ち
ろ
ん
、

休
業
要
請
、
教
育
現
場
、
学
校
な

ど
の
休
校
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
医
療

現
場
確
保
の
混
乱
な
ど
、
国
民
一

人
一
人
の
ふ
だ
ん
ど
お
り
の
生
活

が
危
機
に
直
面
し
、
経
済
の
停
滞
、

収
入
の
減
少
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
経
済
対
策
を
取
り
ま

と
め
る
と
と
も
に
、
令
和
２
年
度

第
一
次
、
第
二
次
補
正
予
算
を
閣

議
決
定
し
、
感
染
拡
大
防
止
策
、沼　山　浩　幸　議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

質
問
一

①
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
を
受
け
や
す
く

す
る
た
め
に
県
や
保
健
所
あ
る

い
は
病
院
等
に
要
請
し
て
い
る

こ
と
は
あ
る
か
。

②
病
院
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
そ
の
機

能
を
高
め
る
た
め
に
、
施
設
改

善
等
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
支

援
は
考
え
て
い
る
か
。

③
医
療
・
介
護
及
び
学
校
等
の
ク

ラ
ス
タ
ー
の
発
生
し
や
す
い
と

言
わ
れ
て
い
る
施
設
で
働
く
職

員
に
対
し
て
は
、
適
時
検
査
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

保
険
適
用
外
の
場
合
そ
の
検
査

料
は
高
額
と
な
る
が
、
そ
れ
ら

に
支
援
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

そ
れ
で
は
、
通
告
に
従
い
ま
し

て
質
問
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
質
問
は
、
大
き
く
分
け
て
３

つ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
１
つ
目
の
質
問
は
、
新
型

壁
改
修
等
で
竣
工
当
時
か
ら
重
量

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、
新
た

に
耐
力
壁
を
事
務
室
や
窓
口
カ
ウ

ン
タ
ー
な
ど
の
随
所
に
設
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
非
常
に

困
難
な
状
態
で
あ
り
、
加
え
て
庁

舎
内
に
人
を
入
れ
、
庁
舎
と
し
て

の
機
能
を
止
め
ず
に
工
事
を
行
う

こ
と
も
極
め
て
危
険
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
建
て
替
え
等
を
含
め
た
総

合
的
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
と
い

う
診
断
結
果
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
２
点
目
の
こ
れ
ま
で
の

経
緯
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

令
和
２
年
１
月
上
旬
、
分
庁
舎
の

耐
震
診
断
業
務
が
完
了
し
、
先
ほ

ど
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
の
診

断
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
直
ち
に
、

三
役
、
関
係
課
長
及
び
担
当
者
に

よ
る
庁
内
の
検
討
会
議
を
開
催
し
、

基
本
計
画
策
定
の
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
比
較
検
討
す
べ
き
内
容
と
し

て
、
既
存
施
設
の
活
用
と
新
庁
舎

へ
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
、
コ
ス

ト
面
や
来
庁
者
の
利
便
性
な
ど
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
診
断
結
果
に
つ
き
ま
し

て
は
、
２
月
19
日
開
催
の
総
務
企

画
常
任
委
員
会
の
委
員
の
皆
様
へ

も
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
そ
の
際
、
委
員
長
さ

ん
を
は
じ
め
各
委
員
の
皆
様
か
ら
、

本
庁
舎
へ
の
統
合
も
含
め
、
様
々

検
討
す
る
よ
う
要
望
が
ご
ざ
い
ま

し
た
の
で
、
検
討
会
議
で
協
議
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
３
月
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
、
坂
本
議
員
か
ら
分
庁
舎

の
耐
震
診
断
結
果
及
び
今
後
の
建

て
替
え
予
定
に
つ
い
て
の
一
般
質

問
が
あ
り
、
私
の
方
か
ら
補
強
工

事
は
非
常
に
困
難
な
状
態
で
あ
る

と
の
診
断
結
果
か
ら
、
分
庁
舎
は

建
て
替
え
を
す
る
方
向
で
考
え
て

い
る
と
答
弁
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
基
本
計
画
策
定
の
た
め
の
予

算
を
当
初
予
算
に
計
上
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

２
月
の
総
務
企
画
常
任
委
員
会

及
び
３
月
定
例
会
に
お
け
る
議
員

各
位
か
ら
の
様
々
な
ご
意
見
、
ご

要
望
を
踏
ま
え
、
３
月
下
旬
か
ら

４
月
上
旬
に
か
け
ま
し
て
開
催
し

た
庁
内
検
討
会
議
に
お
き
ま
し
て
、

再
度
様
々
な
案
に
つ
い
て
慎
重
に

検
討
し
た
結
果
、
既
存
施
設
へ
の

移
転
で
は
な
く
、
現
在
の
分
庁
舎

の
敷
地
内
に
新
庁
舎
を
建
て
替
え

る
こ
と
を
基
本
に
計
画
案
を
策
定

す
る
こ
と
と
し
、
次
の
６
項
目
の

基
本
方
針
を
確
認
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

１
．
危
険
な
状
態
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
新
分
庁
舎
の
早
期
完
成
を

図
る
こ
と
。

東　北　町　議　会　だ　よ　り第₆2号 8令和２年11月５日（　）



公
平
さ
が
保
た
れ
た
か
。

　

最
後
に
、
即
日
完
売
し
た
と
し

て
い
る
が
、
広
く
町
民
に
行
き
渡

る
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
３
点
で
す
け
れ
ど
も
、

答
弁
は
簡
単
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

答　

弁

町　

長　

質
問
一

一

－

一

・
販
売
窓
口
の
開
設
数
に
違

い
が
あ
り
、
東
北
町
商
工
会

は
10
か
所
、
上
北
町
商
工
会

は
２
か
所
で
商
品
券
を
販
売

し
た
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

一
－

二

・
両
地
区
の
商
品
券
を
購
入

で
き
な
い
旨
の
記
載
が
な

か
っ
た
た
め
、
両
地
区
で
購

入
さ
れ
た
方
が
い
た
と
承
知

し
て
お
り
ま
す
。
公
平
さ
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商

工
会
が
事
業
主
体
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
実
施
方
法
に
も

多
少
の
差
異
が
あ
っ
た
と
の

認
識
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一

－

三

・
販
売
セ
ッ
ト
数
を
例
年
の

倍
に
増
や
し
た
ほ
か
、
１
人

当
た
り
の
購
入
上
限
を
引
き

下
げ
、
広
く
町
民
に
行
き
渡

る
よ
う
配
慮
し
た
と
承
知
し

て
お
り
ま
す
。

　

一
般
質
問
通
告
の
あ
り
ま
し
た

質
問
事
項
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
経
済
対
策
と
し
て
の

商
品
券
に
関
し
て
の
１
点
目
、
令

和
２
年
８
月
２
日
に
販
売
さ
れ
た

東
北
町
プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き
商
品
券

は
、
上
北
、
東
北
地
区
で
販
売
方

法
の
違
い
は
あ
っ
た
の
か
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
両
商
工
会
の

販
売
方
法
に
つ
い
て
は
、
販
売
窓

口
の
開
設
数
に
違
い
が
あ
り
、
東

北
町
商
工
会
は
10
か
所
、
上
北
町

商
工
会
は
２
か
所
で
商
品
券
を
販

売
し
た
と
承
知
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
２
点
目
の
こ
の
プ
レ
ミ

ア
ム
つ
き
商
品
券
は
、
両
地
区
で

購
入
で
き
た
方
も
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
公
平
さ
が
保
た
れ
た
か

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
両
商

工
会
の
実
施
要
項
に
は
、
両
地
区

の
商
品
券
を
購
入
で
き
な
い
旨
の

記
載
が
な
か
っ
た
た
め
、
両
地
区

で
購
入
さ
れ
た
方
が
い
た
と
承
知

を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
公
平

さ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商

工
会
が
事
業
主
体
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
実
施
方
法
に
も
多
少
の
差

医
療
提
供
体
制
の
整
備
、
治
療
薬
、

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
必
要
な
費
用

や
、
雇
用
の
維
持
や
就
職
支
援
、

生
活
の
支
援
、
事
業
の
継
続
支
援

等
、
ま
た
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

の
長
期
戦
が
見
込
ま
れ
る
中
、
国

民
の
命
、
雇
用
、
生
活
を
守
る
た

め
、
感
染
拡
大
の
抑
え
込
み
と
社

会
経
済
活
動
の
回
復
の
両
立
を
目

指
す
た
め
の
対
策
を
強
化
す
る
費

用
を
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
各
自
治
体
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

が
設
置
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

や
延
期
の
決
定
、
住
民
へ
経
済
支

援
な
ど
、
自
治
体
独
自
の
施
策
が

今
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
当
町
で
も
い
ろ
い
ろ
な
施

策
が
あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
か
ら

あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
な
と
い
う
意
見
を
商
品
券
に

対
し
て
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
今
回
の
私
の
一
般
質

問
は
、
８
月
２
日
に
販
売
さ
れ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

経
済
対
策
と
し
て
の
商
品
券
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
１
つ
目

と
し
て
、
東
北
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
は
、
上
北
、
東
北
地
区
で
の

販
売
方
法
の
違
い
は
あ
っ
た
の
か
。

　

２
つ
目
と
し
て
、
こ
の
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
は
両
地
区
で
購
入
で

き
た
方
も
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

異
が
あ
っ
た
と
の
認
識
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

次
に
、
３
点
目
の
即
日
完
売
し

た
と
し
て
い
る
が
、
広
く
町
民
に

行
き
渡
る
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
で

あ
り
ま
す
が
、
例
年
両
商
工
会
で

実
施
し
て
い
る
商
品
券
発
行
事
業

に
つ
い
て
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
地
域

経
済
対
策
と
し
て
実
施
す
る
こ
と

と
し
、
両
商
工
会
に
お
い
て
事
業

の
見
直
し
を
行
い
、
販
売
セ
ッ
ト

数
も
例
年
の
倍
に
増
や
し
た
ほ
か
、

１
人
当
た
り
の
購
入
上
限
を
引
き

下
げ
、
広
く
町
民
に
行
き
渡
る
よ

う
配
慮
し
た
も
の
と
承
知
し
て
お

り
ま
す
。

　

以
上
、
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

沼　山　浩　幸　議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

質
問
一

①
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
を
受
け
や
す
く

す
る
た
め
に
県
や
保
健
所
あ
る

い
は
病
院
等
に
要
請
し
て
い
る

こ
と
は
あ
る
か
。

②
病
院
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
そ
の
機

能
を
高
め
る
た
め
に
、
施
設
改

善
等
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
支

援
は
考
え
て
い
る
か
。

③
医
療
・
介
護
及
び
学
校
等
の
ク

ラ
ス
タ
ー
の
発
生
し
や
す
い
と

言
わ
れ
て
い
る
施
設
で
働
く
職

員
に
対
し
て
は
、
適
時
検
査
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

保
険
適
用
外
の
場
合
そ
の
検
査

料
は
高
額
と
な
る
が
、
そ
れ
ら

に
支
援
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

そ
れ
で
は
、
通
告
に
従
い
ま
し

て
質
問
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
質
問
は
、
大
き
く
分
け
て
３

つ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
１
つ
目
の
質
問
は
、
新
型
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つ
い
て
示
し
て
頂
き
た
い
。

　

次
に
、
２
つ
目
の
質
問
、
役
場

分
庁
舎
改
築
事
業
に
つ
い
て
質
問

い
た
し
ま
す
。
町
は
、
８
月
12
日

の
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

役
場
分
庁
舎
改
築
事
業
の
基
本
計

画
を
説
明
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

大
ま
か
な
概
要
は
、
敷
地
に
つ
い

て
は
同
じ
敷
地
内
、
施
設
規
模
は

１
，
２
０
０
平
米
く
ら
い
、
事
業

費
は
10
億
円
な
ど
な
ど
、
あ
た
か

も
も
う
決
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う

な
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
な
説
明
の

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

我
々
議
員
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

以
前
か
ら
坂
本
議
員
が
一
般
質
問

で
耐
震
が
問
題
で
あ
る
と
の
指
摘

に
よ
り
、
早
急
に
何
ら
か
の
対
応

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
理
解
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
議
会
に
何
の
報
告

も
な
く
、
一
方
的
に
町
が
進
め
て

い
る
こ
と
に
怒
り
さ
え
感
じ
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
今
回
の
分
庁
舎
改
築
事

業
は
、
本
庁
舎
等
の
機
能
も
含
め
、

行
政
機
関
と
し
て
い
か
に
効
率
よ

く
対
応
し
て
い
く
の
か
を
考
え
る

い
い
機
会
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
我
が
町
が
10
年
後
、

20
年
後
に
ど
う
い
う
町
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
さ
ら
に
は
町
の
活
性

化
ま
で
想
像
し
な
が
ら
、
議
会
と

も
連
携
し
、
ま
た
住
民
の
声
な
ど

を
聞
き
、
計
画
を
つ
く
り
上
げ
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
関
わ
る
誰
一
人
後
悔

し
な
い
た
め
に
も
、
町
に
は
開
か

れ
た
計
画
の
推
進
を
求
め
ま
す
。

　

そ
こ
で
１
点
目
の
質
問
で
す
が
、

分
庁
舎
改
築
事
業
基
本
計
画
の
策

定
業
務
が
委
託
業
者
さ
ん
か
ら
上

が
っ
て
き
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

結
果
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
本
計
画
以
外
に
ど

の
よ
う
な
計
画
を
立
案
し
、
比
較

さ
れ
た
の
か
、
そ
の
内
容
を
示
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
本
事
業
に
対
す
る

財
政
的
負
担
と
整
備
後
の
財
政
の

見
通
し
に
つ
い
て
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
振
興
・
産
業
振
興

に
つ
い
て

質
問
三

① 

生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事
業

は
現
在
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な

さ
れ
て
い
る
か
。

② 

今
後
新
た
に
検
討
し
て
い
る
事

業
や
振
興
策
は
あ
る
か
。

　

最
後
に
、
３
つ
目
の
質
問
は
地

域
振
興
・
産
業
振
興
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。
地
域
振
興
・
産
業
振

興
等
は
、
現
在
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
も
常
に
考
え
、
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
今
年
３
月
議
会
に
お
い

て
、
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事

業
に
つ
い
て
、
フ
リ
ッ
プ
を
使
い

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
長
は
、
こ
の
事
業
に
少
し
興
味

を
示
さ
れ
た
様
子
で
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
ど
の
よ

う
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、

お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
２
点
目
で
す
が
、
今
後

新
た
に
検
討
し
て
い
る
事
業
や
振

興
策
は
あ
る
か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

　

以
上
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

答　

弁

町　

長　

質
問
一

一

－

一

・
県
・
保
健
所
、
病
院
等
に

対
し
て
、
特
に
要
請
は
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
保
健
所
と

は
日
頃
よ
り
様
々
な
情
報
交

換
、
そ
し
て
情
報
共
有
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

一

－

二

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。
町

は
、
８
月
12
日
、
議
会
全
員
協
議

会
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
追
加
事

業
を
説
明
い
た
し
ま
し
た
。
町
民

に
対
す
る
支
援
や
事
業
者
に
対
す

る
支
援
等
、
幅
広
く
支
援
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
予
算
が
限
ら
れ
て
い

る
中
で
、
そ
の
内
容
は
今
本
当
に

必
要
な
の
か
、
も
う
少
し
抑
え
て
、

あ
る
意
味
本
当
の
危
機
管
理
を
す

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
思
う
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

今
後
予
想
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
我
が

町
に
お
い
て
感
染
者
が
出
た
と
き

の
対
応
、
市
中
感
染
が
広
が
っ
た

場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、
し
っ
か

り
と
し
た
準
備
が
で
き
て
い
な
い

と
思
う
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
に
対
す
る
支
援
、
そ
し
て

経
済
的
支
援
は
大
事
で
あ
り
ま
す

が
、
同
時
に
か
か
ら
な
い
た
め
の

対
策
と
、
か
か
っ
た
と
き
の
対
策

も
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
に
は
、
検
査
機
関

の
充
実
、
そ
れ
か
ら
検
査
機
能
の

強
化
が
絶
対
的
に
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
１
点
目
の
質
問
で
す

が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
な
か
な
か
受

け
さ
せ
て
い
た
だ
け
な
い
と
聞
き

ま
す
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
を
受
け

や
す
く
す
る
た
め
に
県
や
保
健
所

あ
る
い
は
病
院
等
に
要
請
し
て
い

る
こ
と
は
あ
る
か
。

　

２
点
目
は
、
病
院
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
等
そ
の
機
能
を
高
め
る
た
め
に
、

施
設
改
善
等
に
取
り
組
め
る
よ
う

な
支
援
は
考
え
て
い
る
か
。

　

３
点
目
は
、
医
療
や
介
護
及
び

学
校
等
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
し

や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
る
施
設
で

働
く
職
員
に
対
し
て
は
、
適
時
検

査
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
保
険
適
用
外
の
場
合
、
そ
の

検
査
料
は
高
額
と
な
る
が
、
そ
れ

ら
に
支
援
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
、

お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

役
場
分
庁
舎
改
築
事
業

に
つ
い
て

質
問
二

① 

分
庁
舎
改
築
事
業
基
本
計
画
の

策
定
業
務
が
委
託
業
者
さ
ん
か

ら
上
が
っ
て
き
た
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
結
果
を
報
告
し
て
頂
き
た

い
。

② 

本
計
画
以
外
に
ど
の
よ
う
な
計

画
を
立
案
し
、
比
較
さ
れ
た
の

か
、
そ
の
内
容
を
報
告
し
て
頂

き
た
い
。

③ 

本
事
業
に
対
す
る
財
政
的
負
担

と
整
備
後
の
財
政
の
見
通
し
に
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・
国
の
補
助
事
業
が
あ
る
場

合
に
は
そ
ち
ら
を
活
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
補
助

事
業
の
な
い
場
合
は
支
援
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

一

－

三

・
七
戸
病
院
で
行
わ
れ
て
い

る
抗
原
検
査
に
か
か
る
費
用

の
２
分
の
１
、
６
，
０
０
０

円
を
町
民
に
助
成
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問
二

二

－

一

・
現
在
基
本
計
画
は
案
の
段

階
で
あ
り
、
議
員
の
皆
様
方

の
い
ろ
ん
な
意
見
を
踏
ま
え

た
上
で
報
告
を
再
度
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

二

－

二

・
現
時
点
で
の
基
本
計
画

（
案
）
に
つ
き
ま
し
て
は
８

月
12
日
の
全
員
協
議
会
で
ご

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二

－

三

・
本
事
業
を
実
施
す
る
場
合

に
は
、
対
応
す
る
起
債
事
業

と
一
般
単
独
費
に
よ
り
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
、
応
分
の

負
担
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

将
来
的
な
財
政
運
営
の
見
通

し
は
、
実
施
方
法
等
が
定

ま
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る

た
め
お
示
し
で
き
る
段
階
に

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
御

了
承
を
願
い
た
い
と
存
じ
ま

す
。

質
問
三

三

－

一

・
事
業
の
実
施
町
村
か
ら
情

報
収
集
し
な
が
ら
、
関
係
機

関
と
相
談
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
ま
す
。

三

－

二

・
町
の
財
政
運
営
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
本
町
の
地
域

特
性
を
生
か
し
た
地
域
振

興
・
産
業
振
興
施
策
に
資
す

る
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

一
般
質
問
通
告
の
あ
り
ま
し
た

質
問
事
項
１
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
お
答

え
を
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
、
１
点

目
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
を
受
け
や
す

く
す
る
た
め
に
保
健
所
（
県
）
あ

る
い
は
病
院
等
に
要
請
し
て
い
る

こ
と
は
あ
る
か
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
や

す
く
す
る
た
め
に
県
、
保
健
所
、

病
院
等
に
対
し
ま
し
て
特
に
要
請

は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
保
健
所

と
は
日
頃
よ
り
様
々
な
情
報
交
換
、

そ
し
て
情
報
の
共
有
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。

　

次
に
、
２
点
目
の
病
院
等
が
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
等
そ
の
機
能
を
高
め
る

た
め
に
、
施
設
改
善
等
に
取
り
組

め
る
よ
う
な
支
援
は
考
え
て
い
る

か
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
病

院
等
が
施
設
の
改
善
な
ど
に
取
り

組
む
た
め
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
の
補
助
事
業
が
あ
る
場
合

に
は
そ
ち
ら
を
活
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
補
助
事
業
の
な
い

場
合
は
支
援
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
３
点
目
の
保
険
適
用
外

の
場
合
、
そ
の
検
査
は
高
額
と
な

る
が
、
そ
れ
ら
に
支
援
す
る
考
え

は
あ
る
か
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
公
立
七
戸
病
院
で
行
わ
れ
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
原

検
査
は
、
保
険
適
用
外
で
あ
る
無

症
状
者
の
方
の
検
査
も
対
象
と
し

て
お
り
、
町
民
の
感
染
症
に
対
す

る
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
理
解
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
抗
原
検
査
に
か
か
る
費
用
の

２
分
の
１
、
６
，
０
０
０
円
を
町

民
に
助
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
質
問
事
項
２
の

役
場
分
庁
舎
改
築
事
業
に
つ
い
て

お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
、

１
点
目
の
分
庁
舎
改
築
事
業
基
本

計
画
の
策
定
業
務
が
委
託
業
者
か

ら
上
が
っ
て
き
た
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
結
果
を
報
告
し
て
い
た
だ
き

た
い
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

現
在
基
本
計
画
は
案
の
段
階
で
あ

り
、
議
員
の
皆
様
方
の
い
ろ
ん
な

意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
報
告
を
再

度
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
２
点
目
の
本
計
画
以
外

に
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立
案
し
、

比
較
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
内
容
を

報
告
し
て
い
た
だ
き
た
い
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
基
本
計
画
策

定
業
務
に
お
き
ま
し
て
は
、
ま
ず

庁
内
検
討
会
議
に
お
い
て
分
庁
舎

の
移
転
や
分
散
、
本
庁
舎
へ
の
統

合
、
電
算
シ
ス
テ
ム
等
移
設
事
業

を
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
現

在
と
同
じ
敷
地
内
へ
分
庁
舎
を
改

築
す
る
こ
と
が
最
も
効
率
的
で
あ

る
と
判
断
し
、
新
分
庁
舎
の
早
期

完
成
を
図
る
こ
と
や
来
庁
者
の
利

便
性
向
上
を
図
る
こ
と
な
ど
６
項

目
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
そ
れ

を
具
体
化
す
る
た
め
に
基
本
計
画

策
定
業
務
を
業
者
発
注
し
た
も
の

で
あ
り
、
現
時
点
で
の
基
本
計
画

（
案
）
に
つ
き
ま
し
て
は
８
月
12

日
の
全
員
協
議
会
で
ご
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
お
り
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

次
に
、
３
点
目
の
本
事
業
に
対

す
る
財
政
的
負
担
と
整
備
後
の
財

政
の
見
通
し
に
つ
い
て
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
本
事
業
の
財
政
的
な
負
担

に
つ
き
ま
し
て
は
庁
舎
建
設
に
対

す
る
国
・
県
の
補
助
金
及
び
交
付

金
等
の
手
だ
て
が
な
い
こ
と
、
対

象
と
な
る
起
債
事
業
も
一
般
の
単

独
債
の
み
と
想
定
さ
れ
る
状
況
で

あ
り
、
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に

は
対
応
す
る
起
債
事
業
と
一
般
単

独
費
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
、
応
分
の
負
担
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
本
事
業
を
実
施
す
る
場

合
は
、
現
在
精
査
中
で
あ
り
ま
す

基
本
計
画
（
案
）
の
実
施
方
向
が

定
ま
っ
た
段
階
で
、
事
業
実
施
に

向
け
た
種
別
ご
と
の
財
政
負
担
の

推
計
と
本
事
業
を
含
め
た
将
来
的

な
財
政
運
営
の
見
通
し
を
推
計
後

に
お
示
し
し
、
了
承
を
得
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
実
施
方
法

等
が
定
ま
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
た
め
お
示
し
で
き
る
段
階
に
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
御
了
承
を

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
質
問
事
項
３
の

地
域
振
興
・
産
業
振
興
に
つ
い
て

お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
、

１
点
目
の
生
涯
現
役
促
進
地
域
連

携
事
業
は
現
在
ど
の
よ
う
な
検
討

が
な
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
で
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は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

な
ど
コ
ロ
ナ
対
策
が
十
分
に
で

き
な
い
。
全
国
知
事
会
な
ど
は
、

少
人
数
学
級
の
実
現
を
求
め
て

い
る
が
、
町
と
し
て
こ
れ
を
後

押
し
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

そ
れ
で
は
、
質
問
に
入
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で

迷
走
を
続
け
た
安
倍
首
相
が
、
病

気
を
理
由
に
退
陣
を
表
明
し
ま
し

た
。
歴
代
最
長
の
在
任
期
間
と

な
っ
た
安
倍
政
権
は
、
新
自
由
主

義
の
理
念
の
下
、
市
場
競
争
原
理

第
一
の
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
い
う
社
会
で
は

人
類
的
危
機
に
は
対
応
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
を
示
し
た
の
が
、
今

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
経
済
効
率
が
極
端
に

重
視
さ
れ
る
中
、
感
染
対
策
の
拠

点
で
あ
る
保
健
所
と
そ
の
人
員
は
、

減
ら
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
患

者
を
受
け
入
れ
る
病
院
は
、
常
に

満
床
で
な
け
れ
ば
採
算
が
取
れ
ず
、

空
き
ベ
ッ
ド
の
余
裕
も
あ
り
ま
せ

ん
。
必
要
な
マ
ス
ク
も
、
医
療
機

器
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
簡
単

に
手
に
入
り
ま
せ
ん
。
市
場
原
理

が
幅
を
利
か
せ
、
社
会
保
障
が
切

り
詰
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
の
結
果

が
、
今
私
た
ち
が
目
の
当
た
り
に

し
て
い
る
現
実
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

安
倍
政
権
の
コ
ロ
ナ
対
応
は
、

ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
や
唐
突
な
Ｇ
ｏ　

Ｔ
ｏ　

ト
ラ
ベ
ル
の
実
施
な
ど
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
迷
走
、
的

外
れ
の
連
続
で
し
た
。
迷
走
を
続

け
行
き
場
を
失
っ
た
政
権
が
そ
の

座
か
ら
退
く
の
は
、
首
相
の
病
気

の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
然
の

成
り
行
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
立
ち
向
か
う
に
は
、
日
本
の
社

会
づ
く
り
の
大
胆
な
転
換
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
広
範
な
国
際
協
力

を
可
能
に
す
る
平
和
外
交
も
不
可

欠
で
す
。
安
倍
政
権
退
陣
後
の
日

本
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
打
ち
勝
つ
新

し
い
政
治
が
築
か
れ
る
こ
と
を
強

く
願
う
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
５
月
25
日
の
緊
急
事
態
宣
言

解
除
後
、
再
び
感
染
拡
大
の
大
波

が
起
こ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
時
以

上
の
感
染
の
広
が
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

我
が
町
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
一

人
の
感
染
者
も
出
て
い
な
い
こ
と

は
、
町
民
が
多
大
な
努
力
を
続
け

て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
受
け

止
め
て
い
ま
す
。
こ
の
努
力
を
新

型
コ
ロ
ナ
の
抑
え
込
み
に
結
び
つ

け
、
生
活
に
安
心
を
取
り
戻
し
、

経
済
活
動
の
歯
車
を
回
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
わ
る
町
の
対
応
に
つ
い
て
、

次
の
５
点
に
つ
い
て
質
問
を
い
た

し
ま
す
。

　

１
つ
目
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
が
続
く
中
、
安
心
し
て
生
活

を
送
る
た
め
に
も
、
経
済
活
動
を

進
め
る
た
め
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
つ
い
て
の
検
査
を
充
実
し
て
安

全
を
確
認
で
き
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
点
に
つ

い
て
町
長
は
ど
の
よ
う
な
お
考
え

を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
、
町
長
の

御
認
識
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
つ
目
。
公
立
七
戸
病
院
は
、

８
月
11
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
抗
原
検
査
を
始
め
ま
し
た
。

七
戸
町
で
は
、
町
民
が
検
査
を
受

け
る
際
の
検
査
費
用
料
金
の
半
額

を
助
成
す
る
考
え
で
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
同
じ
中
部
上
北
事
業

組
合
の
構
成
員
で
あ
る
我
が
町
は
、

七
戸
町
と
同
様
の
対
応
を
行
う
考

え
が
あ
る
の
か
、
お
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

３
つ
目
。
国
保
税
を
滞
納
さ
れ

て
い
る
町
民
の
中
に
は
、
国
民
健

康
保
険
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
て

い
な
い
町
民
が
い
る
と
聞
き
ま
す
。

国
保
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
て
い

な
い
町
民
は
、
現
在
何
人
い
る
の

あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

県
内
で
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携

事
業
の
実
施
町
村
か
ら
情
報
収
集

し
な
が
ら
、
中
部
上
北
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
兼
ね
合

い
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
関
係
機

関
と
相
談
し
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。

　

次
に
、
２
点
目
の
今
後
新
た
に

検
討
し
て
い
る
事
業
・
振
興
策
は

あ
る
か
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
今
後
新
た
に
検
討
し
て
い
く

事
業
・
振
興
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
２
次
東
北
町
総
合
振
興
計
画
に

基
づ
き
、
町
の
財
政
運
営
状
況
を

見
極
め
な
が
ら
、
本
町
の
地
域
特

性
を
生
か
し
た
地
域
振
興
・
産
業

振
興
施
策
に
資
す
る
施
策
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
御
理
解
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

以
上
、
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

市　川　俊　光　議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
か
か
わ
る
問

題
に
つ
い
て

質
問
一

①
安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め
に

も
、
経
済
活
動
を
進
め
る
た
め

に
も
、
検
査
を
充
実
し
て
安
全

を
確
認
で
き
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、
町
長
の
認
識
を
問
う
。

②
七
戸
病
院
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
抗
原
検
査
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
七
戸

町
で
は
、
検
査
費
用
の
半
額
を

助
成
す
る
考
え
の
よ
う
で
あ
る

が
、
わ
が
町
は
同
様
の
対
応
を

行
う
考
え
が
あ
る
の
か
。

③
国
民
健
康
保
険
の
健
康
保
険
証

が
交
付
さ
れ
て
い
な
い
町
民
は
、

現
在
、
何
人
い
る
の
か
。

④
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
健
康
管
理

を
し
っ
か
り
行
う
た
め
に
も
、

健
康
保
険
証
の
不
交
付
を
解
消

す
る
考
え
は
な
い
か
。

⑤
学
校
に
お
い
て
、
40
人
学
級
で
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で
し
ょ
う
か
、
現
在
の
状
況
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

４
つ
目
。
未
曾
有
の
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
全
て
の
町
民
が
健
康
管
理

を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
健
康
保
険
証
が
手
元
に
な

い
状
況
は
解
消
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
国
保
の
加
入
者
全
て

に
保
険
証
を
交
付
す
る
お
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
か
、
御
見
解
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

５
つ
目
。
我
が
町
の
小
学
校
に

お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ

か
り
行
い
な
が
ら
、
一
斉
休
校
で

の
学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
大
変
な

状
況
の
中
、
努
力
さ
れ
て
い
る
学

校
関
係
者
、
児
童
・
生
徒
の
皆
さ

ん
に
も
敬
意
を
表
す
も
の
で
す
。

全
国
の
学
校
で
も
感
染
対
策
に
取

り
組
み
な
が
ら
学
習
を
確
保
す
る

こ
と
は
、
通
常
に
な
い
何
倍
も
の

努
力
が
必
要
で
あ
り
、
教
職
員
に

も
、
児
童
・
生
徒
に
も
負
担
が
大

き
い
と
聞
き
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
現
在
の
40
人
学
級
の

制
度
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
の
確
保
な
ど
、
基
本
的
な

コ
ロ
ナ
対
策
を
行
う
条
件
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
全
国
知
事
会
な
ど
は
国
に
対

し
て
少
人
数
学
級
の
実
現
を
求
め

て
い
ま
す
が
、
我
が
町
と
し
て
は

こ
う
し
た
動
き
を
支
持
し
、
後
押

し
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
、
町
と
し
て
の
御
見
解

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
庁
舎
の
改
善
に
つ

い
て

質
問
二

① 

役
場
庁
舎
の
耐
震
強
度
が
明
ら

か
に
な
り
、
本
庁
舎
、
分
庁
舎

そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
機
に

町
民
の
利
用
し
や
す
い
庁
舎
へ

の
改
善
に
取
り
組
む
考
え
は
あ

る
か
。

② 

現
在
、
来
庁
し
た
町
民
に
職
員

が
対
応
す
る
窓
口
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
十
分
に
保
護
で
き
な
い

と
考
え
る
が
、
改
善
に
取
り
組

む
考
え
は
あ
る
か
。

③ 

庁
舎
や
主
要
な
公
共
施
設
に
多

目
的
ト
イ
レ
を
設
け
る
考
え
は

あ
る
か
。

④ 

庁
舎
内
の
温
度
、
湿
度
を
適
切

に
保
つ
た
め
空
調
設
備
を
充
実

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

⑤ 

分
庁
舎
は
、
建
て
替
え
が
必
要

で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
現

庁
舎
を
使
用
す
る
期
間
に
お
い

て
は
、
特
別
な
安
全
対
策
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
町
は
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　

次
に
、
２
つ
目
の
テ
ー
マ
、
役

場
庁
舎
の
改
善
に
つ
い
て
お
聞
き

い
た
し
ま
す
。
平
成
17
年
、
２
町

の
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
我
が

町
は
、
15
年
の
新
し
い
歴
史
を
刻

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
合
併
の
年

に
生
ま
れ
た
子
供
は
中
学
３
年
生

と
な
り
、
初
め
て
自
分
の
進
路
を

選
択
す
る
年
齢
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
も
、
15
年
間
の
歩
み
の
中
で
学

ん
で
き
た
こ
と
を
土
台
に
、
一
つ

一
つ
将
来
へ
の
新
し
い
選
択
が
求

め
ら
れ
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

我
が
町
の
役
場
庁
舎
は
、
本
庁

舎
、
分
庁
舎
と
も
町
の
合
併
前
か

ら
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
い

ず
れ
も
建
設
か
ら
約
半
世
紀
が
た

ち
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

地
震
な
ど
の
災
害
に
対
す
る
強
度

を
高
め
る
と
と
も
に
、
時
代
を
経

る
こ
と
で
変
化
し
て
い
る
町
民
の

ニ
ー
ズ
や
意
識
、
ま
た
職
員
の
働

き
方
に
も
対
応
し
た
庁
舎
全
体
の

見
直
し
も
必
要
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
役
場
庁

舎
の
改
善
に
つ
い
て
、
次
の
５
点

に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
す
。

　

１
つ
目
。
町
が
実
施
し
た
耐
震

調
査
に
よ
っ
て
、
役
場
庁
舎
の
耐

震
強
度
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
本
庁
舎
、
分
庁
舎
、
そ
れ
ぞ

れ
に
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
地
震
災
害
に
耐
え
ら

れ
る
安
全
な
庁
舎
を
造
る
こ
と
は
、

極
め
て
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
そ
の
上
で
町
は
、

こ
れ
を
機
会
に
庁
舎
の
機
能
を
見

直
し
て
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
町
民
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎
へ

の
改
善
に
取
り
組
む
お
考
え
は
な

い
で
し
ょ
う
か
、
御
見
解
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
つ
目
。
現
在
の
庁
舎
で
は
、

来
庁
し
た
町
民
に
対
す
る
職
員
の

対
応
は
主
に
開
放
型
の
カ
ウ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
て
、
会
話
が

筒
抜
け
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
な
ど
が
十
分
で
な
い
と
考
え

ま
す
。
窓
口
の
改
善
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
が
、
町
と
し
て
改
善
に

取
り
組
む
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
、

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

３
つ
目
。
役
場
庁
舎
や
公
共
施

設
は
、
子
育
て
世
代
の
方
や
高
齢

者
、
障
害
者
の
方
も
安
心
し
て
利

用
で
き
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
役
場
庁
舎
や
主
要
な

公
共
施
設
に
多
目
的
ト
イ
レ
を
設

け
る
考
え
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

４
つ
目
。
気
候
変
動
に
よ
り
、

我
が
町
で
も
夏
日
、
真
夏
日
の
日

数
が
格
段
に
増
え
て
い
ま
す
。
訪

れ
る
町
民
の
健
康
へ
の
配
慮
、
働

く
職
員
の
業
務
の
効
率
化
の
た
め

に
も
、
庁
舎
内
の
温
度
、
湿
度
を

適
切
に
保
つ
空
調
設
備
を
充
実
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
空
調
設
備
の
充
実
に

つ
い
て
の
町
の
お
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

５
つ
目
。
耐
震
診
断
の
結
果
、

分
庁
舎
は
地
震
に
よ
る
倒
壊
の
可

能
性
も
あ
る
危
険
な
状
況
だ
と
聞

い
て
い
ま
す
。
危
険
な
状
態
に
あ

る
現
庁
舎
は
、
使
用
を
継
続
す
る

期
間
、
町
民
と
職
員
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
の
特
別
な
安
全
対
策

を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
現
分
庁
舎
の
利
用
に
際
し
て

ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を
講
じ
て

い
く
の
か
、
町
の
お
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

以
上
が
本
定
例
会
に
当
た
っ
て

の
質
問
で
す
。
町
と
し
て
明
確
な

答
弁
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

答　

弁

町　

長　

質
問
一

一

－

一

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
す
る
検
査
体
制
の

充
実
が
図
ら
れ
、
誰
も
が
安
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て
、
対
策
の
内
容
や
実
施
計

画
、
対
策
費
用
も
含
め
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

二

－

四

・
本
庁
舎
に
関
し
ま
し
て
は

一
部
関
係
機
関
と
補
助
事
業

に
つ
い
て
協
議
を
開
始
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
分
庁

舎
に
つ
き
ま
し
て
は
現
在
基

本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
精

査
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

二

－

五

・
こ
れ
ま
で
以
上
に
全
職
員

が
防
災
意
識
を
高
め
、
日
頃

か
ら
避
難
手
順
や
避
難
ル
ー

ト
の
確
認
な
ど
を
徹
底
し
、

い
つ
、
い
か
な
る
場
合
で
も

適
正
か
つ
迅
速
に
対
応
で
き

る
よ
う
安
全
対
策
に
万
全
を

期
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

一
般
質
問
通
告
の
あ
り
ま
し
た

質
問
事
項
１
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
わ
る
問
題
に
つ

い
て
お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。
ま

ず
、
１
点
目
の
安
心
し
て
生
活
を

送
る
た
め
に
も
、
経
済
活
動
を
進

め
る
た
め
に
も
、
検
査
を
充
実
し

て
安
全
を
確
認
で
き
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
町

長
の
認
識
を
問
う
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
私
も
、
市
川
議
員
と

同
様
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
す
る
検
査
体
制
の
充

実
が
図
ら
れ
、
誰
も
が
安
全
を
確

認
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

の
認
識
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
、
２
点
目
の
公
立
七
戸
病

院
で
行
っ
て
い
る
抗
原
検
査
費
用

の
助
成
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

抗
原
検
査
に
か
か
る
費
用
の
２
分

の
１
、
６
，
０
０
０
円
を
町
民
に

助
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
３
点
目
の
国
民
健
康
保

険
の
健
康
保
険
証
が
交
付
さ
れ
て

い
な
い
町
民
は
現
在
何
人
い
る
の

か
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
交

付
が
な
さ
れ
ず
、
資
格
証
明
書
が

交
付
さ
れ
て
い
る
町
民
の
方
は
、

今
年
９
月
１
日
現
在
で
人
数
が
31

名
と
な
っ
て
お
り
、
世
帯
数
で
は

25
世
帯
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
４
点
目
の
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
健
康
管
理
を
し
っ
か
り
行
う

た
め
に
も
、
健
康
保
険
証
の
不
交

付
を
解
消
す
る
考
え
は
な
い
か
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
国
民
健

康
保
険
法
並
び
に
町
の
被
保
険
者

資
格
証
明
書
の
交
付
等
に
関
す
る

取
扱
い
要
綱
の
規
程
に
基
づ
き
、

特
別
な
事
情
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
保
険
税
の
納
期
限
か

ら
１
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に

保
険
税
を
納
付
し
な
い
場
合
な
ど

に
は
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
資
格
証
明
書
の
交
付

世
帯
に
対
し
ま
し
て
は
保
険
税
の

納
付
の
依
頼
並
び
に
納
税
相
談
へ

の
来
庁
依
頼
の
通
知
、
さ
ら
に
は

電
話
で
の
連
絡
等
に
よ
り
ま
し
て
、

資
格
証
明
書
の
交
付
世
帯
の
解
消

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
今
後
も
継
続
し
て
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
御
理
解
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

次
に
、
５
点
目
の
学
校
に
お
け

る
少
人
数
学
級
の
実
現
に
関
す
る

御
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の

後
教
育
長
の
方
か
ら
答
弁
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

願
い
ま
す
。

　

答　

弁

教
育
長　

　

続
い
て
、
質
問
要
旨
５
、
学
校

に
お
い
て
40
人
学
級
で
は
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
な
ど
コ
ロ

ナ
対
策
が
十
分
に
で
き
な
い
、
全

国
知
事
会
な
ど
は
少
人
数
学
級
の

実
現
を
求
め
て
い
る
が
、
町
と
し

て
こ
れ
を
後
押
し
す
る
考
え
は
あ

る
か
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

現
在
、
国
の
学
級
編
制
の
基
準
で

全
を
確
認
で
き
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
の
認
識
で
ご
ざ

い
ま
す
。

一

－

二

・
七
戸
病
院
で
行
っ
て
い
る

抗
原
検
査
に
か
か
る
費
用
の

２
分
の
１
、
6
，
０
０
０
円

を
町
民
に
助
成
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

一

－

三

・
今
年
９
月
１
日
現
在
で
人

数
が
31
名
、
世
帯
数
で
は
25

世
帯
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一

－

四

・
資
格
証
明
書
の
交
付
世
帯

に
対
し
ま
し
て
は
保
険
税
の

納
付
の
依
頼
並
び
に
納
税
相

談
へ
の
来
庁
依
頼
の
通
知
、

さ
ら
に
は
電
話
で
の
連
絡
等

に
よ
り
ま
し
て
、
資
格
証
明

書
の
交
付
世
帯
の
解
消
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
今
後
も
継
続
し
て
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

一

－

五

・
町
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

小
学
校
５
年
生
、
６
年
生
、

中
学
校
２
年
生
、
３
年
生
に

つ
い
て
も
33
人
学
級
に
す
る

こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
県
に
対

し
て
強
く
要
望
し
、
す
べ
て

の
学
年
で
少
人
数
学
級
の
早

期
実
現
を
求
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問
二

二

－

一

・
公
共
施
設
全
般
に
お
い
て
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図

る
こ
と
は
非
常
に
大
事
で
あ

る
と
の
認
識
。

　

本
庁
舎
に
つ
き
ま
し
て
は

耐
震
改
修
工
事
を
来
年
２
月

下
旬
ま
で
の
工
期
で
実
施
中

で
あ
り
、
分
庁
舎
に
つ
き
ま

し
て
は
現
在
、
基
本
計
画

（
案
）
に
つ
き
ま
し
て
改
め

て
提
出
を
し
て
、
皆
さ
ん
に

ご
相
談
申
し
上
げ
る
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二

－
二

・
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
案

に
よ
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に

は
相
談
室
等
の
別
室
へ
ご
案

内
し
、
対
応
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
設
置
な

ど
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
し
、
今
後
も
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
保
護
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

二

－

三

・
東
北
町
公
共
施
設
個
別
施

設
計
画
の
策
定
に
お
き
ま
し
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は
、
小
学
校
１
年
生
だ
け
が
１
ク

ラ
ス
35
人
で
、
２
年
生
か
ら
中
学

校
３
年
生
ま
で
は
40
人
学
級
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
県
の
基
準
で
は
、
小
学

校
１
年
生
、
２
年
生
、
３
年
生
、

４
年
生
と
中
学
校
１
年
生
を
33
人

学
級
と
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
は
40

人
学
級
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
教
育
委
員
会
と
し

て
も
、
残
り
の
小
学
校
５
年
生
、

６
年
生
、
中
学
校
２
年
生
、
３
年

生
に
つ
い
て
も
33
人
学
級
に
す
る

こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
県
に
対
し
て

強
く
要
望
し
、
す
べ
て
の
学
年
で

少
人
数
学
級
の
早
期
実
現
を
求
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
質
問
事
項
２
の

役
場
庁
舎
の
改
善
に
つ
い
て
お
答

え
を
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
、
１
点

目
の
役
場
庁
舎
の
耐
震
強
度
が
明

ら
か
に
な
り
、
本
庁
舎
、
分
庁
舎
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
を
機
に
町
民
の

利
用
し
や
す
い
庁
舎
へ
の
改
善
に

取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
本
庁
舎
及
び

分
庁
舎
に
限
ら
ず
公
共
施
設
全
般

に
お
い
て
、
利
用
者
の
利
便
性
向

上
を
図
る
こ
と
は
非
常
に
大
事
で

あ
る
と
の
認
識
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
案
内
の
と
お
り
、
本
庁
舎
に

つ
き
ま
し
て
は
耐
震
改
修
工
事
を

来
年
２
月
下
旬
ま
で
の
工
期
で
実

施
中
で
あ
り
、
分
庁
舎
に
つ
き
ま

し
て
は
現
在
、
基
本
計
画
（
案
）

に
つ
き
ま
し
て
は
い
ろ
い
ろ
ご
議

論
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
改

め
て
提
出
を
し
て
、
皆
さ
ん
に
ご

相
談
申
し
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
、
２
点
目
の
現
在
来
庁
し

た
町
民
に
職
員
が
対
応
す
る
窓
口

は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
十
分
に
保
護

で
き
な
い
と
考
え
る
が
、
改
善
に

取
り
組
む
考
え
は
あ
る
の
か
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
窓
口
来
庁

者
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
現

在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
に
よ
り
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
が
必
要
と
判
断

し
た
場
合
に
は
相
談
室
等
の
別
室

へ
ご
案
内
し
、
対
応
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
民
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
に
伴
い
、
窓
口
業
務
に

つ
き
ま
し
て
も
各
種
申
請
業
務
以

外
の
相
談
件
数
が
増
加
の
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
設
置
な
ど
の

改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
し
、

今
後
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に

取
り
組
ん
で
ま
い
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

次
に
、
３
点
目
の
庁
舎
や
主
要

な
公
共
施
設
に
多
目
的
ト
イ
レ
を

設
け
る
考
え
は
あ
る
か
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
多
目
的
ト
イ
レ

は
基
本
的
に
車
椅
子
使
用
者
や
高

齢
者
、
子
供
連
れ
や
介
護
を
必
要

と
さ
れ
る
方
な
ど
、
様
々
な
事
情

を
抱
え
る
方
の
利
便
性
を
考
慮
し

て
設
置
さ
れ
る
ト
イ
レ
の
総
称
で

あ
る
と
理
解
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
東
北
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
公
共
施
設
は
１
８
５
施
設
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
中
で
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
対
応
し
車
椅
子
で
対
応

で
き
る
ト
イ
レ
は
、
学
校
や
公
園
、

体
育
施
設
な
ど
を
中
心
に
45
か
所
、

ま
た
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
設
置
が
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
９
か
所
、
オ

ス
ト
メ
イ
ト
設
置
が
道
の
駅
な
ど

３
か
所
、
大
人
で
も
横
に
な
れ
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト
が
小
川
原

湖
交
流
セ
ン
タ
ー
１
か
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
庁
舎
や
分

庁
舎
を
は
じ
め
建
設
年
次
の
古
い

公
共
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
多
目

的
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
本
年
度
総
合
管
理
計

画
に
基
づ
き
個
別
施
設
ご
と
の
具

体
的
な
今
後
の
対
応
方
針
を
定
め

る
東
北
町
公
共
施
設
個
別
施
設
計

画
の
策
定
に
お
き
ま
し
て
、
対
策

の
内
容
や
実
施
計
画
、
対
策
費
用

も
含
め
検
討
し
て
お
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
、
４
点
目
の
庁
舎
の
温
度
、

湿
度
を
適
切
に
保
つ
た
め
空
調
設

備
を
充
実
す
る
考
え
は
あ
る
か
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
夏
場
の

外
気
温
上
昇
に
伴
い
庁
舎
内
の
温

度
も
年
々
上
昇
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
来
庁
者
の
利
便
性
向
上
及

び
職
員
の
健
康
管
理
等
に
つ
い
て

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
空
調
整
備
の
設
置

に
つ
き
ま
し
て
、
本
庁
舎
に
関
し

ま
し
て
は
一
部
関
係
機
関
と
補
助

事
業
に
つ
い
て
協
議
を
開
始
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
分
庁
舎
に

つ
き
ま
し
て
は
現
在
、
基
本
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
精
査
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
、
５
点
目
の
分
庁
舎
は
建

て
替
え
が
必
要
と
聞
く
が
、
現
庁

舎
を
使
用
す
る
期
間
、
特
別
の
安

全
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
町
と
し
て
の
考
え
を
問
う
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
庁
舎
の

安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
常
日

頃
か
ら
火
災
や
地
震
な
ど
に
備
え
、

有
事
の
際
は
適
正
か
つ
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
避
難
訓
練
の
実
施

や
非
常
用
階
段
及
び
非
常
口
等
の

点
検
な
ど
徹
底
し
た
施
設
管
理
に

よ
る
安
全
対
策
を
進
め
、
来
庁
す

る
町
民
や
職
員
の
安
全
に
万
全
を

期
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
の
耐
震
診
断

結
果
で
指
摘
さ
れ
る
事
項
の
中
で
、

診
断
評
価
が
低
く
な
っ
た
理
由
の

一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
竣

工
当
時
か
ら
の
重
量
も
増
加
し
て

い
る
と
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

少
し
で
も
軽
減
を
図
る
た
め
、
分

庁
舎
２
階
に
蓄
積
さ
れ
た
書
類
や

使
用
し
て
い
な
い
机
な
ど
事
務
用

品
を
分
庁
舎
２
階
か
ら
全
て
庁
舎

外
に
移
動
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。

　

耐
震
診
断
結
果
と
し
て
の
大
地

震
に
対
し
て
の
倒
壊
す
る
可
能
性

が
高
い
、
ま
た
は
倒
壊
す
る
危
険

性
が
あ
る
と
は
、
あ
く
ま
で
も
震

度
６
以
上
の
大
地
震
を
想
定
し
た

も
の
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
安
全

対
策
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
全
職
員
が
防
災
意
識
を

高
め
、
日
頃
か
ら
避
難
手
順
や
避

難
ル
ー
ト
の
確
認
な
ど
を
徹
底
し
、

い
つ
、
い
か
な
る
場
合
で
も
適
正

か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
安

全
対
策
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

御
理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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各
委
員
会
の
活
動
（
７
月
〜
９
月
）

★
総
務
企
画
常
任
委
員
会

開
催
日

事　
　
　

件
（
内
容
）

８
月
19
日

所
管
事
務
調
査

　

⑴
税　

務　

課　

①
令
和
元
年
度
町
税
等
の
収
入
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑵
総　

務　

課　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑶
東
北
支
所
・
選
挙
管
理
委
員
会　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑷
財　

政　

課　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑸
企　

画　

課　

・
補
正
予
算
の
説
明

★
産
業
建
設
常
任
委
員
会

開
催
日

事　
　
　

件
（
内
容
）

８
月
20
日

付
託
事
件

　

①
請
願
第
３
号（
令
和
元
年
）　

内
蛯
沢
・
榎
林
３
０
９
９
号
線
道
路
整
備
に
関
す
る

請
願
書

　

②
請
願
第
１
号　

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る
請
願

所
管
事
務
調
査

　

⑴
建　

設　

課　

①
南
平
跨
線
橋
補
修
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
係
る
専
決
処

分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑵
農
林
水
産
課　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑶
商
工
観
光
課　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑷
下
水
道
課　

・
補
正
予
算
の
説
明

★
教
育
民
生
常
任
委
員
会

開
催
日

事　
　
　

件
（
内
容
）

８
月
21
日

付
託
事
件

　

①
請
願
第
４
号（
令
和
元
年
）　

若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年
金
を
求
め
る
意

見
書
採
択
の
請
願

所
管
事
務
調
査

　

⑴
福　

祉　

課　

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
に
係
る
交
付
金
事
業

等
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑵
保
健
衛
生
課　

①
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑶
社
会
教
育
課　

①
令
和
３
年
度
か
ら
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑷
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

①
東
北
町
運
動
公
園
施
設
利
用
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑸
町　

民　

課　

・
補
正
予
算
の
説
明

　

⑹
学　

務　

課　

・
補
正
予
算
の
説
明

★
議
会
運
営
委
員
会

開
催
日

事　
　
　

件
（
内
容
）

８
月
27
日

⑴
会
期
日
程
に
つ
い
て

　

①
令
和
２
年
第
３
回
東
北
町
議
会
定
例
会
付
議
事
件
の
概
要

　

②
議
会
提
出
案
件
（
予
定
）
等

　

③
一
般
質
問
通
告
状
況
（
８
月
26
日
正
午
ま
で
に
通
告
）

⑵
陳
情
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

⑶
各
常
任
委
員
会
委
員
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

★
基
地
対
策
特
別
委
員
会

開
催
日

事　
　
　

件
（
内
容
）

９
月
24
日

⑴
令
和
２
年
度
要
望
活
動
に
つ
い
て

★
議
会
広
報
特
別
委
員
会

開
催
日

事　
　
　

件
（
内
容
）

７
月
17
日

⑴
議
会
だ
よ
り
第
61
号
の
編
集
に
つ
い
て

★
全
員
協
議
会

開
催
日

事　
　
　

件
（
内
容
）

８
月
12
日

９
月
３
日

⑴
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
追
加
事
業（
案
）に
つ
い
て

⑵
高
収
益
作
物
次
期
作
支
援
交
付
金
に
つ
い
て

⑶
役
場
分
庁
舎
改
築
事
業
に
係
る
基
本
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑴
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
追
加
事
業（
案
）に
つ
い
て

★
議
会
改
革
特
別
委
員
会

開
催
日

事　
　
　

件
（
内
容
）

８
月
７
日

⑴
議
会
改
革
に
つ
い
て

　

①
一
問
一
答
に
つ
い
て　

　

②
今
後
の
議
会
改
革
に
つ
い
て

★
分
庁
舎
整
備
検
討
特
別
委
員
会

開
催
日

事　
　
　

件
（
内
容
）

９
月
30
日

⑴
分
庁
舎
現
地
視
察

⑵
耐
震
診
断
結
果
等
の
説
明

⑶
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
（
乙
供
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
）
移
設
等
に
関
す
る
説
明
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○
総
務
企
画
常
任
委
員
会

（
８
月
19
日
開
催
）

　

委
員
長　

瀬　

川　

武　

春

所
管
事
務
調
査
結
果

︿
８
月
19
日
﹀

税
務
課
関
係

・
令
和
元
年
度
町
税
等
の
収
入
状

況
に
つ
い
て

町税全体
収入済額 対前年比

調定額 2,631,025,722円 △ 5％
（△ 140,357,478円）

現年分 2,191,660,800円 △ 2.6％
（△ 59,225,256円）

滞　納
繰越分 58,646,723円 △ 0.7％

（△ 435,346円）

合　計 2,250,307,523円 △ 2.5％
（△ 59,660,602円）

【
質
疑
】
国
民
健
康
保
険
財
政
調

整
基
金
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

【
回
答
】
令
和
２
年
度
末
残
高
見

込
額
は
１
９
８
万
４
千
円
程
度
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
質
疑
】
令
和
元
年
度
の
滞
納
整

理
機
構
へ
の
移
管
者
が
２
４
６
人

で
、
内
新
規
は
19
人
と
な
っ
て
い

る
が
年
度
ご
と
の
推
移
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

【
回
答
】
滞
納
整
理
機
構
へ
の
移

管
者
は
、
平
成
30
年
度
は
22
人
、

令
和
元
年
度
は
19
人
と
毎
年
増
え

て
い
ま
す
。

【
意
見
】
国
民
健
康
保
険
は
社
会

保
険
等
に
比
べ
る
と
、
個
人
に
負

担
を
か
け
る
と
い
う
よ
う
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
国
の
制
度

と
し
て
大
き
く
改
革
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
。

○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
８
月
20
日
開
催
）

　

委
員
長　

沼　

山　

浩　

幸

所
管
事
務
調
査
結
果

︿
８
月
20
日
﹀

建
設
課
関
係

・
南
平
跨
線
橋
補
修
工
事
請
負
契

約
の
一
部
変
更
に
係
る
専
決
処

分
に
つ
い
て
（
報
告
）

【
質
疑
】
N
F
線
地
中
化
工
と
は

何
か
。

【
回
答
】
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
の
上
に

あ
る
架
線
（
帰
線
）
を
レ
ー
ル
脇

の
地
中
に
埋
設
す
る
工
事
で
す
。

【
質
疑
】
変
更
工
事
の
概
要
で
、

N
F
線
地
中
化
工
が
一
式
減
っ
た

理
由
は
何
か
。

【
回
答
】
当
初
、
靑
い
森
鉄
道
か

ら
運
行
上
影
響
が
あ
る
の
で
、
２

本
あ
る
架
線
（
帰
線
）
の
１
本
を

地
中
に
埋
設
す
る
予
定
を
し
て
い

ま
し
た
が
現
地
精
査
の
結
果
、
防

護
管
で
対
応
す
る
こ
と
で
架
線
を

埋
設
す
る
工
事
が
不
要
と
な
っ
た

た
め
で
す
。

○
教
育
民
生
常
任
委
員
会

（
８
月
21
日
開
催
）

　

委
員
長　

沼　

山　

英　

隆

所
管
事
務
調
査
結
果

︿
８
月
21
日
﹀

福
祉
課
関
係

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
対
策
に
係
る
交
付
金
事
業

等
に
つ
い
て

1　

概
要

　
　
　

保
育
所
、
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
等
に
お
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
止
す
る
観
点
か

委
員
会
報
告

令和元年度青森県市町村税滞納整理機構移管及び徴収状況
１） 滞納整理機構移管者　246人（内新規移管者19人）
２）徴収税額一覧

区　分 平成30年度 令和元年度 対 前 年 比

町　　民　　税 10,626,315円 12,496,270円 17.5％（1,869,955円）

固 定 資 産 税 4,696,140円 4,256,679円 △ 9.3％（△ 439,461円）

軽 自 動 車 税 384,500円  868,049円  25.7％（483,549円）

国民健康保険税 21,716,916円 26,158,677円 20.4％（4,441,761円）

主な税目（前年比）

区　　　分 現年分収入済額 対 前 年 比

町　　民　　税 563,089,380円 △ 3.3％（△ 19,615,863円）

法　　人　　税 79,665,200円 12.9％（9,135,000円）

固 定 資 産 税 809,774,210円 △ 1.4％（△ 15,185,593円）

国民健康保険税 506,511,687円 △ 6.6％（△ 36,249,640円）

不納欠損額

現　年　分 48,500円

滞納繰越分 70,369,174円

合　　　計 70,417,674円
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ら
、
市
区
町
村
等
が
保
育
所

等
に
対
し
、
マ
ス
ク
、
消
毒

液
等
の
必
要
と
な
る
経
費
を

補
助
す
る
。

　

2　

保
育
対
策
総
合
支
援
事
業

　

 

対
象
施
設
：
保
育
所
、
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園

　

 

対
象
事
業
：
保
育
所
等
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、

衛
生
安
全
用
品
の
購
入
を
行
っ

た
費
用
に
対
し
市
町
村
が
補
助

す
る
費
用
に
対
す
る
補
助

　

 

対
象
経
費
：
①
マ
ス
ク
、
消
毒

用
エ
タ
ノ
ー
ル
、
体
温
計
、
空

気
清
浄
機
、
液
体
石
鹸
、
う
が

い
薬
等
②
施
設
職
員
が
予
防
の

た
め
に
行
う
消
毒
や
、
業
者
に

委
託
し
て
実
施
す
る
消
毒
に
係

る
費
用
等

　

 

基
準
額
：
１
施
設
あ
た
り
、
５

０
０
，
０
０
０
円
以
内
（
令
和

元
年
度
か
ら
の
合
計
）

　

 

事
業
費
：
町
内
11
保
育
施
設
、

４
，
１
５
６
，
０
０
０
円 

補
助
率
：
国　

10
／
10

　

3 　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交

付
金

　

 

対
象
施
設
：
保
育
所
、
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園

　

・ 

延
長
保
育
事
業　

地
域
子
育

て
支
援
拠
点
事
業

　

・
一
時
預
か
り
事
業 

 

　

 

対
象
事
業
：
保
育
所
等
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、

衛
生
安
全
用
品
の
購
入
を
行
っ

た
費
用
に
対
し
市
町
村
が
補
助

す
る
費
用
に
対
す
る
補
助

　

 

対
象
経
費
：
①
マ
ス
ク
、
消
毒

用
エ
タ
ノ
ー
ル
、
体
温
計
、
空

気
清
浄
機
、
液
体
石
鹸
、
う
が

い
薬
等
②
施
設
職
員
が
予
防
の

た
め
に
行
う
消
毒
や
、
業
者
に

委
託
し
て
実
施
す
る
消
毒
に
係

る
費
用
等

　

 

基
準
額
：
1
施
設
あ
た
り
、
５

０
０
，
０
０
０
円
以
内

　
 

事
業
費
：
町
内
11
保
育
施
設
、

４
，
０
８
０
，
０
０
０
円

　
 

補
助
率
：
国　

10
／
10

　

 
4　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
包
括
支
援
事
業

　

 

対
象
施
設
：
保
育
所
、
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園

　

 

対
象
事
業
：
保
育
所
等
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、

衛
生
安
全
用
品
の
購
入
を
行
っ

た
費
用
等
に
対
し
市
町
村
が
補

助
す
る
費
用
に
対
す
る
補
助

　

 

対
象
経
費
：
①
マ
ス
ク
、
消
毒

用
エ
タ
ノ
ー
ル
、
体
温
計
、
空

気
清
浄
機
、
液
体
石
鹸
、
う
が

い
薬
等
②
施
設
職
員
が
予
防
の

た
め
に
行
う
消
毒
や
、
業
者
に

委
託
し
て
実
施
す
る
消
毒
に
係

る
費
用
等
③
法
人
の
給
与
規
定

に
基
づ
き
、
職
員
が
勤
務
時
間

外
に
消
毒
・
清
掃
等
を
行
っ
た

場
合
の
超
過
勤
務
手
当
や
、
非

常
勤
職
員
を
雇
用
し
た
場
合

　

 

基
準
額
：
1
施
設
あ
た
り
、
５

０
０
，
０
０
０
円
以
内

　

 

事
業
費
：
町
内
11
保
育
施
設
、

４
，
７
２
０
，
０
０
０
円

　

 

補
助
率
：
国　

10
／
10

【
質
疑
】
4　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
事
業

の
対
象
経
費
③
に
該
当
す
る
施
設

は
あ
る
の
か
。

【
回
答
】
該
当
す
る
施
設
は
あ
り

ま
せ
ん
。

【
質
疑
】
2　

保
育
対
策
総
合
支

援
事
業
、
3　

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
交
付
金
、
4　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援

事
業
そ
れ
ぞ
れ
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。

【
回
答
】
そ
れ
ぞ
れ
１
事
業
ご
と

に
限
度
額
50
万
円
で
申
請
で
き
ま

す
。保

健
衛
生
課
関
係

・ 

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
化
に
つ
い
て

　

1　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
と
は

　
　

 　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
倍
く
ら

い
の
大
き
さ
で
、
口
か
ら
入

る
こ
と
で
腸
管
に
感
染
し
発

症
し
ま
す
。
感
染
力
が
非
常

に
強
く
、
手
洗
い
や
消
毒
な

ど
を
し
っ
か
り
し
て
も
感
染

予
防
を
す
る
こ
と
が
難
し
い

た
め
、
多
く
の
乳
幼
児
が
感

染
し
ま
す
。
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
と
、
２
～
４
日

の
潜
伏
期
間
の
後
、
水
の
よ

う
な
下
痢
や
嘔
吐
が
繰
り
返

し
起
こ
り
、
脱
水
症
状
や
合

併
症
に
よ
り
重
症
化
し
て
、

ま
れ
に
死
亡
す
る
例
も
あ
り

ま
す
。

　

2　

定
期
接
種
化
と
は

　
　

 　

定
期
接
種
は
、
予
防
接
種

法
に
基
づ
い
た
接
種
で
あ
り
、

公
的
資
金
で
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
法
に
基
づ
か

な
い
接
種
（
任
意
接
種
）
と

区
別
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

3　

標
準
的
な
定
期
期
間

　
　

 　

初
回
接
種
は
生
後
６
週
間

か
ら
生
後
14
週
６
日
ま
で
。

　

4　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方
法

　
　

 　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

に
は
、
２
種
類
が
あ
り
４
週

間
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
２

回
経
口
接
種
又
は
３
回
経
口

接
種
す
る
。

　

5 　

接
種
対
象
か
ら
除
か
れ
る

者

　
　

 　

腸
重
積
症
の
既
往
歴
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
、
先

天
性
消
化
管
障
害
を
有
す
る

者
及
び
重
症
複
合
免
疫
不
全

症
の
所
見
が
認
め
ら
れ
る
者

を
対
象
か
ら
除
く
。

　

6 　

予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
症

状
の
報
告
期
間

　

 
症
状
：
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

（
期
間
４
時
間
）

　

症
状
：
腸
重
積
症（
期
間
21
日
）

　

 

そ
の
他
予
防
接
種
と
の
関
連
性

が
高
い
と
認
め
る
症
状
で
あ
っ

て
、
医
師
が
認
め
る
期
間
。

　

7　

開
始
時
期

　
　

 　

定
期
接
種
化
の
開
始
時
期

は
、
令
和
２
年
10
月
１
日

（
た
だ
し
、
令
和
２
年
８
月

生
ま
れ
以
降
の
者
を
定
期
接

種
の
対
象
と
す
る
）

【
質
疑
】
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
人
は
多
い
の
か
。

【
回
答
】
結
構
な
人
が
感
染
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
課
関
係

・ 

令
和
３
年
度
か
ら
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
開
設
に
つ
い
て

　

1　

経
緯

　
　

 　

平
成
20
年
度
か
ら
「
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
）」
か
ら
「
放
課
後

子
ど
も
教
室
」
に
移
行
さ
れ

て
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

　
　

 　

令
和
３
年
４
月
か
ら
、
名

称
を
「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
活
動
を
継
続
し

て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

　
　

 　

な
お
、
月
に
２
～
３
回
程

度
、
小
学
生
を
対
象
と
し
て

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
と
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し
て
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

2　

当
町
の
現
状

　
　

 　

本
来
子
ど
も
教
室
で
は
、

学
習
支
援　

体
験
学
習
（
実

験
、
工
作
）　

ス
ポ
ー
ツ
活

動
（
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
等
）

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
当
町
の
「
子
ど
も
教

室
」
で
は
、「
児
童
ク
ラ
ブ

の
内
容
」（
見
守
り
）
に
近

い
活
動
で
あ
り
ま
す
。

　
　

 

※
県
内
の
各
市
町
村
で
「
子

ど
も
教
室
」
を
開
設
し
て
い

る
場
合
は
、
週
１
～
２
回
程

度
の
開
設
で
予
算
規
模
も
少

な
い
。

　
　

 

※
当
町
の
「
子
ど
も
教
室
」

は
年
間
２
９
０
日
程
、
開
設

し
て
い
る
が
、
体
験
活
動

等
々
を
毎
日
行
う
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。

　

3 　

令
和
３
年
度
か
ら
「
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
」
に
移
行
す

る
理
由

　
　

 　

本
年
度
か
ら
子
ど
も
教
室

の
補
助
金
交
付
要
件
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。

　
　

 

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
の
開
設
ま
た
は
開
設
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　
　

 

②
今
ま
で
「
子
ど
も
教
室
」

で
実
施
し
て
い
る
、
宿
題
、

予
習
、
復
習
、
と
い
っ
た
活

動
の
み
で
は
補
助
金
の
交
付

要
件
に
は
該
当
し
な
い
こ
と
。

（
毎
日
、
多
様
な
活
動
を
実

践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
。）

　
　

 

③
「
児
童
ク
ラ
ブ
」
を
開
設

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業

の
内
容
は
、
ほ
ぼ
児
童
の
学

習
や
見
守
り
で
も
、
補
助
金

の
交
付
要
件
に
該
当
す
る
こ

と
。

　
　

 

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
と
は
（
学
校
運
営
協
議
会

制
度
）・
・

　
　

 

学
校
と
地
域
住
民
が
力
を
合

わ
せ
て
学
校
運
営
に
取
り
組

む
組
織
の
こ
と
。

　

4 　

「
児
童
ク
ラ
ブ
」
開
設
に

あ
た
っ
て
の
条
件

　
　

 

①
「
児
童
ク
ラ
ブ
」
に
は
、

資
格
の
あ
る
指
導
員
が
必
要

で
あ
る
。

　
　

 

②
そ
の
た
め
に
は
、
県
で
開

催
す
る
研
修
会
を
受
講
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
　

 

③
今
年
度
、
当
町
で
は
11
名

を
受
講
さ
せ
て
、
指
導
員
と

し
て
の
資
格
を
取
得
さ
せ
る

予
定
で
あ
る
。

　
　

 

※
本
年
度
は
、
10
月
に
開
催

し
受
講
日
数
は
４
日
間
で
す
。

　

5　

そ
の
他

　
　

 

①
児
童
ク
ラ
ブ
の
担
当
課
に

つ
い
て
国
、
県
の
所
管
に
つ

い
て
は
、

　
　

 

（
子
ど
も
教
室
：
文
科
省
所

管　

県
：
教
育
庁
・
生
涯
学

習
課
）

　
　

 

（
児
童
ク
ラ
ブ
：
厚
労
省
所

管　

県
：
こ
ど
も
未
来
課
） 

国
、
県
の
所
管
は

　
　

 

上
記
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す

が
、
社
会
教
育
課
で
担
当
す

る
こ
と
と
し
た
い
。

【
質
疑
】
子
ど
も
教
室
の
指
導
員

は
総
勢
で
何
名
か
。

【
回
答
】
上
北
小
15
名
、
甲
地
小

４
名
、
東
北
小
９
名
と
補
助
員
13

名
の
合
計
41
名
で
す
。

【
質
疑
】
今
回
11
名
の
方
が
受
講

し
指
導
員
の
資
格
取
得
す
る
予
定

で
す
が
、
ほ
か
の
30
名
も
順
次
受

講
す
る
の
か
。

【
回
答
】
受
講
の
受
け
入
れ
定
員

に
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
来
年
度

以
降
も
で
き
る
限
り
資
格
取
得
に

向
け
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
関
係

・ 
東
北
町
運
動
公
園
施
設
利
用
状

況
に
つ
い
て 

（
令
和
元
年
度
）

【
質
疑
】
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
施
設

利
用
者
が
減
っ
て
い
る
が
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
利

用
を
増
や
す
の
か
。

【
回
答
】
感
染
対
策
を
し
っ
か
り

対
応
し
、
で
き
る
だ
け
施
設
使
用

を
休
止
せ
ず
に
利
用
者
を
増
や
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
質
疑
】
上
北
屋
内
練
習
場
の
利

用
日
数
、
人
数
が
か
な
り
減
っ
て

い
る
原
因
は
何
か
。

【
回
答
】
部
員
数
の
減
少
と
ふ
れ

あ
い
ド
ー
ム
等
の
他
の
施
設
を
利

用
し
た
こ
と
が
原
因
と
思
い
ま
す
。

区　　　　分 日数 利用人数（前年比）
１）北総合運動公園
　　陸上競技場 146日 5,028人（△1,092人）
　　野球場 37日 1,884人（  △138人）
　　多目的広場 82日 1,790人（△1,465人）
　　テニスコート 130日 2,680人（△1,053人）
　　すぱーく東北 217日 5,615人（  △282人）
　　合宿所 80日 3,535人（  △555人）
　　総合トレーニングセンターメインアリーナ等 22,823人（  △939人）
２）武道館
　　柔道室、剣道室等 577日 12,640人（　1,587人）
３）海洋センター
　　体育館等 100日 2,709人（  △519人）
４）南総合運動公園
　　野球場 30日 1,701人（　  462人）
　　多目的運動場 4日 650人（　  370人）
　　ソフトボール場 26日 1,347人（  △382人）
　　ふれあいドーム上北室内運動場等 18,366人（△4,635人）
　　町民運動場 14日 300人（ 　  73人）
　　町民体育館アリーナ等 22,495人（△4,215人）
５）上北屋内練習場 90日 756人（△1,050人）
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月　日 用　　　　　　務

７月８日 臨時会

７月９日 県下町村議会議員研修会

７月17日 議会広報特別委員会

７月31日 上北郡町村議会議長会　第２回定例会

８月４日 基地対策特別委員会

８月７日
議会改革特別委員会

国道394号整備促進期成同盟会通常総会

８月12日 全員協議会

８月19日 総務企画常任委員会

８月20日 産業建設常任委員会

８月21日 教育民生常任委員会

８月27日 議会運営委員会

９月３日
定例会

全員協議会

９月７日 七戸町・おいらせ町議会定例会（一般質問）傍聴

月　日 用　　　　　　務

９月８日 定例会

９月９日 定例会

９月10日 定例会

９月11日 定例会

９月24日 基地対策特別委員会

９月29日 青森県議会議長会理事会

９月30日 分庁舎整備検討特別委員会

☆

お

知

ら

せ

東
北
町
テ
レ
ビ

（
東
北
町
自
主
放
送

11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

町
議
会
12
月
定
例
会

放
送
予
定

�

（
12
月
上
旬
）

放
送
日
程
や
内
容
は
、
リ

モ
コ
ン
の
「
番
組
表
」
ボ

タ
ン
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

今
月
は「
議
会
だ
よ
り
第
62
号
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

本
号
は
、
９
月
定
例
会
を
主
に

編
集
し
ま
し
た
が
、
内
容
の
一
部

を
要
約
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
町

民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
作

り
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
ご
意

見
、
ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

匿
名
で
も
結
構
で
す
の
で
ご
投
稿

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

議　
　

長　

笹　

倉　
　
　

健

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長　

田　

嶋　
　
　

悟

　

副
委
員
長　

市　

川　

俊　

光

　

委　
　

員　

沼　

山　

英　

隆

　

委　
　

員　

沼　

山　

浩　

幸

　

委　
　

員　

和　

田　

勇　

人 

 

（
Ｒ
２
．
10
．
５
選
任
）

　

委　
　

員　

蛯　

名　

竜　

也

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
７
６
―
５
６
―
３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７
６
―
５
６
―
３
１
１
０

議 会 の 動 き（７～９月）
９月30日　分庁舎内視察9月30日　第２回分庁舎整備検討特別委員会
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